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1. 初歩的な知識のおさらい
・Web of Science
・インパクトファクター
2. 平成27年度に行った研究分析の紹介
3. 職員間の情報共有による
研究推進・研究支援の質的向上？
目的 4
2004.4- 北海道大学に就職(図書系)
2014.4- 学術情報ユニットリーダー
予備知識
1. Web of Science
→論文検索ツールとして使っていた
2. インパクトファクター
→使う機会はあまりないが知っていた
分析技術
→△エクセル ×プログラミング言語
自己紹介 5
予備知識２
6
分析技術なし
7
THE
→Citations (research influence) 30%
https://www.timeshighereducation.com/news/ranking-methodology-2016
QS
→Citations per faculty 20%
http://www.topuniversities.com/university-rankings-articles/world-university-rankings/qs-world-university-
rankings-methodology
他にもいろいろ…
https://ja.wikipedia.org/wiki/世界大学ランキング
大学に勤めている以上
論文の数やインパクト(被引用等)についても
気を配っておいたほうがよいと思います
大学評価における論文(被引用)の重み 8
大学ベンチマーキングシリーズ
・第1弾：2011(調査資料-213) http://hdl.handle.net/11035/1144
・第2弾：日独比較(調査資料-233) http://hdl.handle.net/11035/2995
・第3弾：2015(調査資料-243) http://hdl.handle.net/11035/3116
→本学はpp.180-181に記載
→ウェブ版あり http://univ-benchmarking.jp
世界の研究活動の動的変化と
それを踏まえた我が国の研究活動のベンチマーキング(調査資料-158)
http://hdl.handle.net/11035/901
科学研究のベンチマーキング
・2010(調査資料-192) http://hdl.handle.net/11035/908
・2011(調査資料-204) http://hdl.handle.net/11035/909
・2012(調査資料-218) http://hdl.handle.net/11035/1196
・2015(調査資料-239) http://hdl.handle.net/11035/3072
調査ツール＝Web of Science
科学技術・学術政策研究所(NISTEP)による
ベンチマーキング 9
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トムソン・ロイターが提供する
「あらゆるレベルの
科学・学術研究をサポートする
統合的Webプラットフォーム」
http://webofknowledge.com
プラットフォーム(インターフェース)
└データベース
└分野別の索引ファイル
Web of Science(WoS) 11
データベース
Web of Science Core Collection
そのうち本学で利用できる索引ファイルと期間
○SCIE(Science Citation Index Expanded)
自然科学の雑誌掲載論文：1993-現在
○CPCI-S(Conference Proceedings Citation Index – Science Edition)
自然科学の会議録掲載論文：1990-現在
× SSCI(Social Sciences Citation Index)
社会科学の雑誌掲載論文：未契約
× Arts & Humanities Citation Index
人文科学の雑誌掲載論文：未契約
Web of Scienceの多義性 12
Web of Scienceの多義性
データベース：Web of Science Core Collection
http://www.webofknowledge.com/wos
プラットフォーム：Web of Science
Core Collecitonのうち
利用できる索引ファイル
SCIE CPCI-S
Core Colleciton以外に
利用できるデータベース
13
・書誌情報(掲載情報)
・著者情報(所属機関情報)
・抄録
・助成金情報
・引用文献情報
・被引用文献情報
：
情報入手方法としては
・プラットフォーム上での検索
・検索結果のエクスポート
・メールによる検索・引用アラート
Web of Scienceから得られる情報 14
大学は年度ベースで動いているが
WoSは暦年ベース
※検索の範囲指定も暦年
→出版年月日の情報を持っているが
月日のレベルまで
記述されているとは限らない
分析上の注意(1/4) 年度 vs. 暦年 15
論文が雑誌に掲載されてから
WoSに論文情報が収録されるまでに
タイムラグがある
→船便の雑誌を含めて出揃うのを待つ場合
3か月程度見ておいたほうがよい
2016年分の調査を行う場合
最終的なデータ抽出は
2017年4月以降が望ましい
※被引用数等、動く数字もあるため
データ抽出日は必ず残しておく
分析上の注意(2/4) 収録までのタイムラグ 16
ドキュメントタイプについては―
http://images.webofknowledge.com/WOKRS522R4/help/ja/
WOS/hs_document_type.html
・Article
・Review
・Article; Proceedings Paper
・Letter
・Note
・Proceedings Paper
・Meeting Abstract
・Editional Material
：
分析上の注意(3/4)
論文の種類(ドキュメントタイプ)
大学ベンチマーキングシリーズ
第3弾：2015(調査資料-243)
の分析対象
・Article; Proceedings Paper
雑誌掲載の会議発表論文
本学の場合SCIE、CPCI-S両方に収録
・Proceedings Paper
会議録掲載の会議発表論文
本学の場合CPCI-Sにのみ収録
大学ベンチマーキングシリーズ
第1弾：2011(調査資料-213)
第2弾：日独比較(調査資料-233)
の分析対象
17
WoSは世界の主要な雑誌を精選
→収録が決まると遡及して収録
短期的な評価では見逃すことも
2015 論文a、A誌(WoS未収録)に掲載
2016 2015の論文をWoSで調査・評価
→論文a＝収録なし
2017 WoS、A誌の収録決定・遡及収録
2018 2015-2017の論文をWoSで調査・評価
→論文a＝収録あり
分析上の注意(4/4) 収録誌 18
論文の被引用情報に基づいた雑誌の評価指標
例年夏に最新版が発表される
対象はWoSの索引ファイルのうち
・SCIE：自然科学の雑誌
・SSCI：社会科学の雑誌
Journal Citation Reports(JCR)で調べられる
https://jcr.incites.thomsonreuters.com
※本学はSSCI未契約だが
社会科学の雑誌のIFもJCRで調査できる
インパクトファクター(IF) 19
ある雑誌の過去2年間の掲載論文が
次の1年間に他の論文に引用された回数を
当該論文数で割った数値
(雑誌掲載論文の平均被引用数)
2010 A誌、120本の論文を掲載
2011 A誌、180本の論文を掲載
2012 これらが合計で3000回引用された
A誌の2012年のインパクトファクター
→3000/(120+180)=10(2013夏発表)
インパクトファクターの計算方法 20
インパクトファクターを
雑誌(あるいは論文？)の
評価指標とする場合の
注意点を考えてみましょう
21
IEEE INTERNET OF THINGS JOURNAL
ISSN：2327-4662
インパクトファクターなし
2014 創刊1年目の論文掲載
2015 2年目の論文掲載
2016 1-2年目の論文に対する被引用
2017夏 初めてのインパクトファクター
付与されるまでに創刊から3年を要する
IFを評価に使う際、新興分野は難しい？
※新規創刊雑誌は別の付与ルールが適用される
上記のIEEE IOT JOUNARLも2016夏に付与予定(2016.6.9追記)
新しい雑誌のインパクトファクター 22
A誌(IF＝5)に掲載された論文a
B誌(IF＝2)に掲載された論文b
→論文aを高評価？
A誌が属する分野の平均IF＝5
B誌が属する分野の平均IF＝1
→分野別IFで比較すると
A誌はその分野で平均的な影響力
B誌はその分野で大きな影響力
→論文bを高評価？
インパクトファクターの分野間の偏り 23
JCR232分野
・SCIE：自然科学176分野
・SSCI：社会科学56分野
複数の分野にまたがる雑誌もある
→分野aでは優れているが
分野bではそうでもないことも
ESI22分野
雑誌と分野が1対1対応
大学の強み(強い研究分野)を
探す/アピールするには広すぎる？
インパクトファクターの分野分け 24
Quartile(Q1-Q4)
ある分野において
インパクトファクターが大きい順に
雑誌を並べた際の位置
・上位25%以内 Q1
・25%を越えて50%以内 Q2
・50%を越えて75%以内 Q3
・75%を越えている Q4
Journal Citation Reports(JCR)で
自然科学・社会科学の雑誌を調査可能
※人文科学の雑誌はIF付与対象外
インパクトファクターの分野別Quartile(Q1-Q4) 25
インパクトファクターの
分野別Quartile(Q1-Q4)の調べ方
Journal Citation Reports にアクセス
https://jcr.incites.thomsonreuters.com
26
インパクトファクターの
分野別Quartile(Q1-Q4)の調べ方
雑誌名の一部を入力すると
下に候補が表示されるので
調べたい雑誌を選択
・該当する雑誌がない場合
No results found と表示
・入力した雑誌名を
システムが認識できない場合も
No results found と出るので
雑誌名(特に省略形)に注意！
・ISSNはハイフン付きで入力する
27
インパクトファクターの
分野別Quartile(Q1-Q4)の調べ方
雑誌選択後の画面
上に出版情報、中央に主要な指標
下へスクロールする
28
インパクトファクターの
分野別Quartile(Q1-Q4)の調べ方
Rank をクリックすると
JCR分野別のQuartileが表示される
複数分野にまたがる場合もあるので
右にスクロールして確認する
ESI分野別のQuartileは下に表示
29
インパクトファクターの
分野別Quartile(Q1-Q4)の調べ方
調べた雑誌が含まれる分野の
Quartileを詳しく知りたい場合は
右上の Categories から選択
30
インパクトファクターの
分野別Quartile(Q1-Q4)の調べ方
予め調べたい分野が決まっている場合は
Select Categories
(ただし分野名がアルファベット順で並んでいる)から選択し
一番下の Submit をクリック
選択した分野の
インパクトファクターの
ランキングが表示される
31
「ACS Macrolett」の
Quartileを
調べてみましょう
32
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第2期(平成22-27年度)の
Web of Science収録論文を
インパクトファクターの
Quartile (Q1-Q4) 付きで
教員個人ベースで知りたい
(期間中の教員の業績を
論文の数×掲載誌の影響力で測りたい)
理事より指示 34
第2期(平成22-27年度)
平成22(2010)-27(2015)年の
Web of Science収録論文※を
最新版のインパクトファクターの
JCR分野(SCIE)のQuartile (Q1-Q4) 付き
(複数分野にまたがる場合は最高評価の)で
教員個人ベースで知りたい報告する
※ドキュメントタイプはすべて抽出し、
必要な種類をご判断いただく
Proceedings Paper等、IFのないものも含む
分析内容の確認 35
・複数の情報が入ったひとつのセルから、情報を
関連情報と紐付けた状態で抜き出す必要がある
WoSは1行1論文のデータ(共著者が混在)
→欲しいのは1行1教員1論文のデータ
・仮に分析を外注したとしても
名寄せや最終的なチェックは残る(これが大変！)
・個々の論文への貢献度までは測れない
(共著者間の貢献度の比較が難しい)
※First Author、Corresponding Author(RP：別刷り請求先)はわかる
(2016.6.9 追記)
※具体的には→ 付録：分析の実際
分析後の所感 36
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△どこどこへ報告するための分析
○研究推進・研究支援につながる分析
Web of Scienceをどう活用する？
・論文ベースでの他大学との比較
・引用文献リスト等を分析し、
本学に必要な電子ジャーナルの予算措置
・重点研究分野のホットな論文の情報提供
※研究分野については―
http://images.webofknowledge.com/WOKRS522R4/help/ja/WOS/hp_research_areas_easca.html
・その他、国際的な視点から
数字に基づいたドライな提案・情報提供
分析の先へ 38
学術資源アーカイブ業務
WoSの検索アラート機能で
本学の英語論文の新規収録有無を
毎週メールでチェック
→収録あり→教員に原稿提供依頼
日本語論文については、J-GLOBALで調査
(週1回検索を行い、差分をチェック)
※これらの情報は学術情報ユニットで蓄積中…
→他の業務/サービスに転用/再利用？
(参考)Web of Science活用事例 39
研究推進・研究支援に
学術情報の活用を
学術情報ユニット
内線5191
gakujo@mmm.muroran-it.ac.jp
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1. WoSから論文データを抽出
→1行1論文のデータ(1行に共著者が混在)
2. JCRでインパクトファクターのQuartileを
調査・論文データに追加
→1行1論文のデータ＋Quartile
3. 論文データから教員を抽出・名寄せ・統合
→教員ごとの1行1論文のデータ＋Quartile
※一つずつ片付けていく考え方で行いましたが
もっとよい方法があるかもしれません
分析手法 42
1. WoSから論文データを抽出
Web of Science Core Collection にアクセス
http://www.webofknowledge.com/wos
所属機関-拡張 ＞ 索引から選択で
Muroran Institute of Technology
をセットして、検索
対象とする期間・引用索引を確認
43
1. WoSから論文データを抽出
EndNote onlineに保存 を
他のファイルフォーマットで保存 に変更
44
1. WoSから論文データを抽出
最も情報量が多い 詳細表示と引用文献 を選択
抽出は一度に500件までなので分けて保存
45
1. WoSから論文データを抽出
ダウンロードしたテキストファイルを
エクセルにインポートして1行1論文のデータの完成
項目(フィールドタグ)については―
http://images.webofknowledge.com/WOKRS518B4/help/ja/WOS/hs_wos_fieldtags.html
※インパクトファクター関係の項目は含まれていない
※特に重要な項目
1論文にひとつ付与された番号：列BI＝UT(アクセッション番号)
46
作戦会議 L：ユニットリーダー S：スタッフ(2名)
L：JCRには複数の雑誌のQuartileを
いっぺんに落とす機能がないっぽい
S：どうしましょう
L：論文データの掲載誌はダブってるでしょ
重複を削除した雑誌リストを作るから
人海戦術(ふたり)で
Quartileと分野の調査をよろしく
S：ひぇぇ
L：それをVLOOKUP関数で紐付ければ完成だ
2. JCRでインパクトファクターのQuartileを調査・
論文データに追加 47
雑誌リストの作成
1でエクスポートした論文データのうち
・列J： SO(出版物名)
・列AM：SN(国際標準逐次刊行物番号(ISSN))
・列AN：EI(電子国際標準逐次刊行物番号(eISSN))
を別シートにコピペし、
データ ＞ 重複の削除
先述の方法で1誌ずつQuartileを調査
※実は分野は、列BF：WC(研究分野)に
「; 」区切りで入っていた…
2. JCRでインパクトファクターのQuartileを調査・
論文データに追加 48
2. JCRでインパクトファクターのQuartileを調査・
論文データに追加
調査後の雑誌リスト
※念のためESIのQuartileも調べた
49
2. JCRでインパクトファクターのQuartileを調査・
論文データに追加
VLOOKUP関数(SO(出版物名)を検索値とする)で
Quartileと分野の列を加えて
1行1論文のデータ＋Quartileが完成
ただし、このデータには共著者が混在している
50
1. 共著者から本学所属者を
論文データと紐付けたかたちで抽出する
(本学以外の機関の著者を除外する)
→本学所属者＋UT(アクセッション番号)リスト
2. 本学所属者には研究員や院生
(今回の分析対象外)が含まれているため
さらに教員のみを抽出し、名寄せする
→教員氏名＋UT(アクセッション番号)リスト
3. 教員＋UT(アクセッション番号)リストと
1行1論文のデータ＋Quartileを統合する
→教員ごとの1行1論文のデータ＋Quartile
3. 論文データから教員を抽出・名寄せ・統合 51
著者と所属機関情報の抜き出し
論文データのうち
・列BI：UT(アクセッション番号)
・列F： AF(著者のフルネーム)
・列W：C1(著者所属)
を別シートにコピペする
※UT(アクセッション番号)さえあればあとで
VLOOKUP関数で
論文データと紐付けられる
3. 論文データから教員を抽出・名寄せ・統合
1. 本学所属者を論文データと紐付けて抽出 52
3. 論文データから教員を抽出・名寄せ・統合
1. 本学所属者を論文データと紐付けて抽出
著者と所属機関情報
共著の場合
C1(著者所属)に以下の形式で著者と機関の情報が入っている
[著者a; 著者b] A大学; [著者c; 著者d; 著者e] B大学; […
単著の場合
C1(著者所属)には機関情報のみ
著者はAF(著者のフルネーム)を利用する
53
3. 論文データから教員を抽出・名寄せ・統合
1. 本学所属者を論文データと紐付けて抽出
共著者の所属機関の数え上げ
C1(著者所属)の「[」の数が共著者の所属機関の数となる
所属機関数は、列D(たとえばセルD2)に
=LEN(C2)-LEN(SUBSTITUTE(C2,“[”,“”))
※C1の文字数から、「[」を消した場合の文字数を引きなさい
と入れれば求められる
54
3. 論文データから教員を抽出・名寄せ・統合
1. 本学所属者を論文データと紐付けて抽出
単著の抽出
所属機関の数え上げで「0」を返したものが単著であり
このデータには共著者や本学以外の機関は混在していない
フィルターをかけたうえで別シートにコピペしておく
※仮に「本学所属者(単著)シート」と呼ぶ
55
3. 論文データから教員を抽出・名寄せ・統合
1. 本学所属者を論文データと紐付けて抽出
共著の抽出
所属機関の数え上げで「0」以外を返したものが共著であり
このデータには共著者や本学以外の機関が混在している
フィルターをかけたうえで別シートにコピペし、
1. 本学以外の機関の共著者の除外
2. 学内共著者の分割([著者a; 著者b]→著者a 著者b) を行う
56
3. 論文データから教員を抽出・名寄せ・統合
1. 本学所属者を論文データと紐付けて抽出
共著者の所属機関ごとの分割(1)
本学以外の共著者を除外するため、C1(著者所属)を
置換機能のあるテキストエディタ(たとえばTeraPad)にコピペする
[著者a; 著者b] A大学; [著者c; 著者d; 著者e] B大学 ;[…となっており
「; [」が所属機関の区切り記号となっているので
「; [」→「¥t[」と置換することで、
C1(著者所属)をTAB区切りに分割できる
57
3. 論文データから教員を抽出・名寄せ・統合
1. 本学所属者を論文データと紐付けて抽出
共著者の所属機関ごとの分割(2)
置換(C1(著者所属)をTAB区切りに分割)後のデータを
元のシートのセルE1に貼り付ける
列Dの値の数だけ、列E以降に所属機関ごとに共著者情報が並ぶ
58
3. 論文データから教員を抽出・名寄せ・統合
1. 本学所属者を論文データと紐付けて抽出
分割された共著者情報と論文データの紐付け
列E以降に並んだ共著者情報に、UT(アクセッション番号)を紐付ける
Dの最大値(最多所属機関)が18の場合、19番目の列以降に
以下のような数式を記述(コピペ)する(以下はセルW2の場合)
=IF(E2=“”,””,$A2&E2)
※共著者情報の先頭に列Aの値(UT)を加えなさい
ただし共著者情報が空白なら空白を返しなさい
59
3. 論文データから教員を抽出・名寄せ・統合
1. 本学所属者を論文データと紐付けて抽出
論文データと紐付けられた共著者情報を1列に
「WOS:xxx[著者a, 著者b] A大学」といったかたちで
UT(アクセッション番号)を紐付けられた共著者情報は
列が分かれていて扱いにくい
そこで空白も含めてテキストエディタにコピペし、
「¥t(TAB区切り)」を「¥n(改行)」に置換する
60
3. 論文データから教員を抽出・名寄せ・統合
1. 本学所属者を論文データと紐付けて抽出
論文データと紐付けられた共著者情報(1列)から空白行を除外
「¥n¥n¥n¥n¥n」→「¥n」
：
「¥n¥n」→「¥n」
と空白行がなくなる(「0 件の置換を行いました。」の表示)まで
置換を繰り返す
※エクセルにコピペしてフィルターで空白を除外する手もある
61
3. 論文データから教員を抽出・名寄せ・統合
1. 本学所属者を論文データと紐付けて抽出
論文データと紐付けられた共著者情報(1列)を3分割(1)
1行ごとに
「WOS:xxx[著者a, 著者b] A大学」となっているが
「WOS:xxx」「著者a, 著者b」「A大学」と3分割する
まずは「WOS:xxx」と「[著者a, 著者b]」の間の
「[」を「¥t(TAB区切り)」に置換する
62
3. 論文データから教員を抽出・名寄せ・統合
1. 本学所属者を論文データと紐付けて抽出
論文データと紐付けられた共著者情報(1列)を3分割(2)
次に「[著者a, 著者b]」と「A大学」の間の
「] 」を「¥t(TAB区切り)」に置換する
これで1行に
「UT(アクセッション番号)」「共著者」「所属機関」の3列が並ぶ
63
3. 論文データから教員を抽出・名寄せ・統合
1. 本学所属者を論文データと紐付けて抽出
本学以外の機関の共著者の除外
エクセルの新しいシートにテキストエディタのデータをコピペする
所属機関の列に「muroran inst」等でフィルターをかけて
本学所属者のUT(アクセッション番号)と共著者を別シートにコピペする
以上で本学以外の機関の共著者を除外できたが、
共著者の列には複数の本学所属者(学内共著者)が含まれている
64
3. 論文データから教員を抽出・名寄せ・統合
1. 本学所属者を論文データと紐付けて抽出
学内共著者の数え上げ
学内共著者の分割のために、まずは人数を数え上げる
共著者データ内は「;」で著者を区切っており、
この数に1を加えたものが学内共著者の人数となる
学内共著者の人数は、列D(たとえばセルC2)に
=LEN(B2)-LEN(SUBSTITUTE(B2,“[”,“”))+1
※B1の文字数から、「;」を消した場合の文字数を引きなさい
と入れれば求められる
65
3. 論文データから教員を抽出・名寄せ・統合
1. 本学所属者を論文データと紐付けて抽出
学内単独著者の抽出
学内共著者の数え上げで「1」を返したものは
本学の著者としてはひとりだけで、学内共著者は混在していない
フィルターをかけたうえで別シートにコピペしておく
※仮に「本学所属者(学内単独)シート」と呼ぶ
66
3. 論文データから教員を抽出・名寄せ・統合
1. 本学所属者を論文データと紐付けて抽出
学内共著者の抽出
学内共著者の人数の数え上げで「1」以外を返したものが共著であり
このデータには学内共著者が混在している
フィルターをかけたうえで別シートにコピペし、
学内共著者の分割(著者a; 著者b→著者a 著者b) を行う
67
3. 論文データから教員を抽出・名寄せ・統合
1. 本学所属者を論文データと紐付けて抽出
学内共著者の分割(1)
学内共著者を分割するため
置換機能のあるテキストエディタにコピペする
「; 」が学内共著者の区切り記号となっているので
「; 」→「¥t」と置換することで、
学内共著者のデータをTAB区切りに分割できる
68
3. 論文データから教員を抽出・名寄せ・統合
1. 本学所属者を論文データと紐付けて抽出
学内共著者の分割(2)
置換(学内共著者をTAB区切りに分割)後のデータを
元のシートのセルD1に貼り付ける
列Cの値の数だけ、列D以降に学内共著者が並ぶ
69
3. 論文データから教員を抽出・名寄せ・統合
1. 本学所属者を論文データと紐付けて抽出
分割された学内共著者と論文データの紐付け
列D以降に並んだ共著者情報に、UT(アクセッション番号)を紐付ける
Cの最大値(最多学内共著者人数)が13の場合、14番目の列以降に
以下のような数式を記述(コピペ)する(以下はセルQ2の場合)
=IF(D2=“”,””,$A2&”■”&D2)
※共著者情報の先頭に列Aの値(UT)と■を加えなさい
ただし共著者情報が空白なら空白を返しなさい
70
3. 論文データから教員を抽出・名寄せ・統合
1. 本学所属者を論文データと紐付けて抽出
論文データと紐付けられた学内共著者を1列に
「WOS:xxx■著者a」といったかたちで
UT(アクセッション番号)を紐付けられた共著者は
列が分かれていて扱いにくい
そこで空白も含めてテキストエディタにコピペし、
「¥t(TAB区切り)」を「¥n(改行)」に置換する
71
3. 論文データから教員を抽出・名寄せ・統合
1. 本学所属者を論文データと紐付けて抽出
論文データと紐付けられた学内共著者(1列)から空白行を除外
「¥n¥n¥n¥n¥n」→「¥n」
：
「¥n¥n」→「¥n」
と空白行がなくなる(「0 件の置換を行いました。」の表示)まで
置換を繰り返す
※エクセルにコピペしてフィルターで空白を除外する手もある
72
3. 論文データから教員を抽出・名寄せ・統合
1. 本学所属者を論文データと紐付けて抽出
論文データと紐付けられた学内共著者(1列)を分割
1行ごとに
「WOS:xxx■著者a」となっているが
「WOS:xxx」「著者a, 著者b」と分割する
「■」を「¥t(TAB区切り)」に置換する
73
3. 論文データから教員を抽出・名寄せ・統合
1. 本学所属者を論文データと紐付けて抽出
学内共著者の分割の完了
エクセルの新しいシートにテキストエディタのデータをコピペする
※仮に「本学所属者(学内共著)シート」と呼ぶ
74
本学所属者＋UT(アクセッション番号)リストの完成
以下の3つのシートにある
UT(アクセッション番号)付きの著者リストを統合する
・本学所属者(単著)シート
・本学所属者(学内単著)シート
・本学所属者(学内共著)シート
※「統合」といっても行をコピペして
下に加えていくだけ
3. 論文データから教員を抽出・名寄せ・統合
1. 本学所属者を論文データと紐付けて抽出 75
作戦会議 L：ユニットリーダー S：スタッフ(2名)
L：なんか名寄せが一番大変っぽい
S：2010-15年の
在籍教員リストを入手しましたが
氏名情報は漢字とヨミ(半角カナ)だけです
L：それじゃ、ヨミを元に姓と名に対して
考えうるローマ字表記を
人海戦術(今度は3人)で洗い出そう
S：ひぇぇ
L：それをいろいろ組み合わせて、
さっきのリストと突き合わせてみるわ
3. 論文データから教員を抽出・名寄せ・統合
2. 本学所属者から教員のみを抽出・名寄せ 76
本学所属者＋UT(アクセッション番号)リストの中身
・元々はWoSのC1(著者所属)ないしは
AF(著者のフルネーム)を
著者ひとりひとりに分割したもの
・姓, 名(Chiba, Hiroyuki)ないしは
姓, イニシャル.(Chiba, H.)の形式で記述
・「,」の位置を頼りに姓だけ抜き出せる
=MID(A1,1,FIND(“,”,A1,1)-1)
※セルA1に対して
先頭から「,」のひとつ前までの文字列を
返しなさい
3. 論文データから教員を抽出・名寄せ・統合
2. 本学所属者から教員のみを抽出・名寄せ 77
突き合わせの考え方
・「姓」は一致しても同定には使えないので
逆にふるい落とし(該当者の不在確認)に用いる
・同姓同名(1組のみ)を除き、
「姓, 名」の一致は疑い得ないものとする
※同姓同名は後で個別にチェックする
・「姓, イニシャル.」の一致は
それだけで同定するには頼りないため
研究者データベースの業績等で確認を行う
3. 論文データから教員を抽出・名寄せ・統合
2. 本学所属者から教員のみを抽出・名寄せ 78
突き合わせ用リストの作成
1. 在籍教員リストを元に
教員ひとりひとりに管理番号を付ける
2. 管理番号と以下の項目について
考え得るローマ字表記を紐付ける
1. 姓のみ
2. 姓, 名の組み合わせ
3. 姓, 名のイニシャル.
3. 「姓, 名のイニシャル.」については
「同姓同イニシャル.」に備えて
隣に「候補者」の列を作成する
3. 論文データから教員を抽出・名寄せ・統合
2. 本学所属者から教員のみを抽出・名寄せ 79
3. 論文データから教員を抽出・名寄せ・統合
2. 本学所属者から教員のみを抽出・名寄せ
管理番号の付与と考え得るローマ字表記の列挙
80
3. 論文データから教員を抽出・名寄せ・統合
2. 本学所属者から教員のみを抽出・名寄せ
管理番号と紐付けた「姓, 名」の抜き出し
「姓」1列ごとに、たとえば以下の数式を入力し、次の列へと繰り返す
=IF(OR($D2=“”,J2=“”),””,$A2&”■”&$D2&”, “&J2)
※「姓(D2)」か「名(J2)」のどちらかが空白なら空白を返しなさい
そうでないなら、「管理番号■姓, 名」を返しなさい
先述の、共著者の分割と同様の手法で1列化する
81
3. 論文データから教員を抽出・名寄せ・統合
2. 本学所属者から教員のみを抽出・名寄せ
突き合わせ用リスト
1. 「姓」リスト：列挙した「姓」のローマ字表記
2. 「姓, 名」リスト(抜き出した「姓, 名」を1列化)：
VLOOKUP関数で値を返すために「該当者」の列に管理番号を記載
3.「姓, イニシャル.」リスト：「姓, 名」リストの列(列D)を元に作成
=MID(D2,1,FIND(“,”,D2)+2)&“.“ と入力して、重複の削除
※「候補者」についてはCOUNTIF関数で
同じ「姓, イニシャル.」の組み合わせをカウントし、
候補者が複数いる場合は「32 OR 33」等と記載し、
VLOOKUP関数で返す値として用いる
82
3. 論文データから教員を抽出・名寄せ・統合
2. 本学所属者から教員のみを抽出・名寄せ
突き合わせ
・列Aおよび列B：本学所属者＋UT(アクセッション番号)リスト
・列C：列Bから「姓」だけ抜き出す
=MID(B2,1,FIND(",",B2,1)-1)
・列D：列Bから「姓, イニシャル.」を作成
=MID(B2,1,FIND(",",B2,1)+2)&"."
・列E：列Cの値が「姓」リストにあるかCOUNTIF関数でチェック
・列F： VLOOKUP関数で列Bの値が「姓, 名」リストにあれば
「該当者」の値を返す(なければ#N/A)
・列G：VLOOKUP関数で列Bの値が「姓, イニシャル.」リストに
あれば「候補者」の値を返す(なければ#N/A)
83
突き合わせ結果(1635件)
・「姓」不一致(454件) →A
・「姓」一致(1181件)
├「姓, 名」一致(833件) →B
└「姓, 名」不一致(348件)
├「姓, イニシャル.」一致(220件)
│ ├本学所属者＋UT(アクセッション番号)リストの
｜ ｜元データが「姓, 名」(47件) →C
│ └本学所属者＋UT(アクセッション番号)リストの
｜ 元データが「姓, イニシャル.」(173件) →D
└「姓, イニシャル.」不一致(128件) →E
A-Eに分けて、対応を考える
※Bはこれ以上疑い得ないため、名寄せ完了
3. 論文データから教員を抽出・名寄せ・統合
2. 本学所属者から教員のみを抽出・名寄せ 84
作戦会議 L：ユニットリーダー S：スタッフ(2名)
S：Aはほぼ学生(≠教員)で決まりですね？
L：考え得るローマ字表記を列挙したけど
漏れた可能性もあるので、確認してね！
S：ひぇぇ
L：Dは「姓, イニシャル.」同士での一致だけど
イマイチ信用できないので裏付けをよろしく！
S：ひぇぇ
L：Cは「姓, イニシャル.」では一致するのに
「姓, 名前」では一致しなくて不思議…
Eは同姓の学生(≠教員)と思われるけれど…
(件数が少ないので)私が確認するわ
S：ほっ
3. 論文データから教員を抽出・名寄せ・統合
2. 本学所属者から教員のみを抽出・名寄せ 85
A. 「姓」不一致(454件)の名寄せ
・本学所属者＋UT(アクセッション番号)リストの著者を
ウェブ上のローマ字→カタカナ変換ツールで
無理矢理カタカナにして五十音順に並べる
・突き合わせ用リスト(カタカナ五十音順)と
目視で確認
・本学所属者＋UT(アクセッション番号)リストに
「名, 姓」のデータがあり、
「名, 姓」の突き合わせ用リストも作成・確認
→シマヅ：Shimadzu等、15件を救い出し
3. 論文データから教員を抽出・名寄せ・統合
2. 本学所属者から教員のみを抽出・名寄せ 86
C. 「姓」と「姓, イニシャル.」一致
しかし「姓, 名」は不一致
本学所属者＋UT(アクセッション番号)リストの
元データが「姓, 名」(47件)の名寄せ
・「姓, 名」同士を確認
→シンヤ：Shin-ya、
中国や韓国出身の教員の「名」の別表記等、
6件を救い出し
3. 論文データから教員を抽出・名寄せ・統合
2. 本学所属者から教員のみを抽出・名寄せ 87
D. 「姓」と「姓, イニシャル.」一致
しかし「姓, 名」は不一致
本学所属者＋UT(アクセッション番号)リストの
元データが「姓, イニシャル.」
(173件)の名寄せ
・UT(アクセッション番号)から論文情報を抜き出し、
「姓, イニシャル.」が一致した教員の
研究者データベースの業績等を調査
→裏付け確認125件、対象外(理事)1件、
裏付け取れず47件(→注記を付けて報告)
3. 論文データから教員を抽出・名寄せ・統合
2. 本学所属者から教員のみを抽出・名寄せ 88
E. 「姓」は一致しかし
「姓, 名」と「姓, イニシャル.」は不一致
(128件)の名寄せ
・本学所属者＋UT(アクセッション番号)リストの著者と
突き合わせ用リストとを目視で確認
→すべて対象外(学生等)
3. 論文データから教員を抽出・名寄せ・統合
2. 本学所属者から教員のみを抽出・名寄せ 89
教員氏名＋UT(アクセッション番号)リストの完成
以上で
・突き合わせ用リストの管理番号
・UT(アクセッション番号)
が紐付けられた
突き合わせ用リストから
VLOOKUP関数で管理番号を検索値にして
教員の氏名情報を求めれば、
教員氏名＋UT(アクセッション番号)リストの完成
3. 論文データから教員を抽出・名寄せ・統合
2. 本学所属者から教員のみを抽出・名寄せ 90
以前作成した1行1論文のデータ＋Quartileから、
VLOOKUP関数で
教員氏名＋UT(アクセッション番号)リストの
UTを検索値にして、
必要な論文データ(およびQuartile)を抽出する
管理番号順に並び替え、注記を付して報告
→その後のやりとりで
Q1-Q4の点数付けの指示があり
教員ごとに得点の合計を出した
3. 論文データから教員を抽出・名寄せ・統合
3. 教員ごとの論文データ＋Quartileへの統合 91
